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時評 

大山鳴動して鼠一匹で良かった 

第一生命経済研究所 常務取締役経済調査部長 佐久間 啓

 

「大山鳴動して鼠一匹」という故事ことわざ

を知っている人は多いと思う。「大山」は「泰山」

とも表記するらしく、その「泰山」が中国に実

在することからこの故事も中国伝来と思われる

ことが多いらしいが、元々は西洋のことわざで

ある。一般的に、事前の大騒ぎ(期待)の割には

大した結果が出なかった場合に使うものである。

また、「何だ大騒ぎ(期待)した割には大した結

果が出なかった。大騒ぎ（期待）する必要もな

かったではないか。人騒がせな話だ。」というか

たちで、大騒ぎ（期待）したこと自体をマイナ

スに捉える場合に使うことが多いと思う。 

世の中を見渡してみると、事前の想定どおり

の結果が出る問題は意外に少ないのではないだ

ろうか。特に経済は刻々と変化している生き物

であり、物事の因果関係もまだ解明されてない

ことが多い。だから事前に「これは大事になり

そうだ」、「これは変化の予兆では」と思いいろ

いろ調査、準備をして待っていても、結果何事

もなかったといったことはよくあるものだ。 

さらに困るのはこの「これは大事になりそう

だ」、「変化の予兆では」ということが繰り返し

起きるということだ。「前回は事前にばたばた

といろいろやったけど結局何事もなかったから

今回も大丈夫、どうせそれ程大したことは起き

ないから起きてから手を打てばなんとかなる

さ。」と慢心していると本当に大事になったり、

大きな変化が起きて上手く対応できなかったり

する。 

筆者は資産運用の現場に長く携わってきたが、

そこでは「大山鳴動して鼠一匹で良かった」と

考えることが大切だと教えられてきた。これに

は二つの意味があると理解している。 

例えば注目すべきイベントが予定されている

とき、過去に似たようなことがあったか、その

ときマーケットはどう反応したかということを

調べるのは基本的な行動だが、ここで大切なこ

とは、前回同じようなことが起きた時はこれこ

れこういう結果になったので今回も同じことが

起きると単純に判断しないことである。運用の

経験から学んだことは「同じようことは何度も

起きるが同じことは滅多に起きない。」というこ

とだ。必ず直近の環境を踏まえて大山を鳴動さ

せる必要があるということだ。もしかしたら前

回とは違う鼠が何匹も出てくる可能性があるの

で手を抜くなという教えなんだと思っている。 

同じようなことが何度も起きることから「あ

れ？何かおかしいぞ」と思ったときに、今回も

大したことにはならないだろうからあまり騒ぎ

たてる必要はないと勝手に判断して、それ以上

深く調べたり考えたりしなくなる危険もある。

それを戒める意味で、もしかしたら大事になる

かもしれないぞと騒ぎ立てたものの結果何事も

なかったとしても、それをポジティブに捉える

ことが大切と教えているのだと思う。事が起き

てから焦って対応を考えても効果的なものは出

てこないし、リスク管理の観点からも事前にい

ろいろ想定しておくことは必要なことだと思う。 

危機と言われるマーケットの変動は突然起き

ているようで振り返れば幾つかのサインが出て

いることが多い。そして多くの人がそのサイン

の存在自体は認識していたということはよくあ

る。にもかかわらず、危機が起きると多くの人

が右往左往してしまうのが現実である。 

変化し続けているものを正しく理解すること

は非常に難しいものである。しかし「あれ？何

かおかしいぞ」と思ったときには予断を持たず

注意深く意味を探る、議論をする、つまり少し

「騒いでみる」というプロセスを続けることが

危機に繋がるサインを見逃さない道だと思う。 

「今回は大山鳴動して鼠一匹で良かったじゃ

ないか」と言える空気を残しておきたい。 


